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 ご紹介をいただきました田窪と申します。本当に久しぶりの対面の講演会ということで、

すこし緊張しております。私、講演会も授業も最初の 10 分ぐらい緊張してて、「あの先

生、大丈夫かな？」と皆さん心配をされますが、追々普通になって、最後のほうは普通に

なりますので、ご心配なく。 
 今回は、大規模言語モデルと日本語の未来ということでお話をいたしますが、一部、3
月の言語処理学会でお話しした内容と重なります。その際はオンラインで行ったんですが、

最後のほう時間が足りなくなって大規模言語モデルについて話せませんでしたので、今回

は、ちょっとお時間いただいてそれとの関連をお話しできるかなと思います。 
 私自身は工学的な背景をあまり持っておりませんで、学生時代は京大総長であった長尾

先生の研究室の方々と一緒にいろんなことをやったんですけれど、言語処理そのものに関

しては、ほとんど知識を持っておりません。時々いろんなところで勉強させてもらってい

ます。ChatGPTみたいな大規模言語モデルそのものに関して、どういうふうなことがちゃ

んと言えるかは、分からないですが、これを機会にいま興味あること、ChatGPT の 4 に聞

いてみましたので、その答えを併せながら少しお話をさせていただきます。 
 時間が足らなくなると困りますので、何をやるかというのを全部、最初にお話しします。

まず、非常に簡単ですけど ChatGPT のような大規模言語モデルが作る世界、これからの

世界へ言語多様性、社会の多様性、文化多様性というのは、どのように保証されるかとい

うふうなことについて、ちょっとだけ述べたいと思います。 
 

１．ChatGPT などの大規模言語モデルと日本の社会 
 
 かなり表面的には英語が支配するような社会になってしまうかもしれないです。その危

険性は常にあります。後で述べますが、ChatGPT自体に相談すると、そういうことにはな



らないんだって言ってくれるんですけれど、ちゃんと他の文化も大切ですよというふうな

ことを言ってくれますが、本当かなと、危惧を持つことがあります。それとは別に、実は

今、急速に多様性が失われている。ユネスコは多様性の保証の重要性をいろんなところで

言われる。日本の政府のほうでも、そういうことは大事であるというふうに言っています。

そういうふうにみんなが言うということは、実は、多様性が無くなっていっているという

ことの証拠です。従って、それを食い止めるために、どういうふうなことができるか、な

んらかの手当をしないといけないような状況になっているということです。 
 ひるがえって、大規模言語モデルのようなものが出てきて、今の ChatGPT に代表され

るような大規模言語モデルは、95％ぐらい、もうちょっと少ないかもしれないですけど、

英語の資料に基づいています。日本語であるとか、他の言語というのは、そこから微調整

しながら翻訳していくような形でできています。 
 日本語自体のモデルができるかというとそうは簡単でない。まず最初に作る場合はスペ

イン語を作ると言われていて、現在は英語のデータでモデルを作って、それを調整するよ

うな形での他の言語を作るという対応をしています。 
 そのような状況で、例えば今問題にしているような日本国内の言語の多様性の保証をす

るとき、すなわち、危機言語の記録であるとか、維持・再活性化をしようとすると、これ

に対して大規模言語モデルというのは、原理的に作れないですね。超小規模言語モデルし

か作れない。何ができるかというと、低資源言語処理、大規模じゃなくて小規模ですね。

しかも極小規模の言語処理というのを、やらざるを得ないという問題に必ず帰着します。 

だから多様性の保証というふうなことを考える場合、必ずこの問題に突き当たって、今の

問題は低資源言語の処理であるとか、小規模言語モデルであるとかに大規模言語モデルを

調整する話になります。これは実際には困難ではあるけれど可能であるかもしれないです。 
 それと、そのような低資源であってもデータそのものがですね、これ多くないといけな

いですけど、小規模データ、低資源言語処理と言いながら。地域の言語データそのものを

をどうやって記録・保存するか、増やすかというのは、実はそんなに簡単じゃないです。

地域それぞれの自主的な解決を地域の人自身でやらないといけない、という話になります。 
 低資源の言語処理というのは、原理的には可能でも、実際におこなうのは様々な困難を

伴います。なぜかというふうなこともすこし後でお話しします。 

 
２．日本の言語状況：多言語社会としての日本 
 
まず、日本の言語状況・文化状況というのが、どういうものであるかを述べます。最近ま

で、学校教育や、世間・マスコミでは、日本は単一言語、単一文化の国であるというふう

に言われてきました。しかし、これからは、日本は、実際には、多言語文化、多文化国家

であるということを意識しないといけません。外国の人もそういうふうに意識し始めてい

ます。日本というのは、単一文化ではなくて、複数の文化圏が合わさったものであり、実

際、複数の言語が話されているということが、2009 年のユネスコの危機言語認定から話題

になっています。 
 まず、先住民語としてのアイヌ語であるとか、ほかにもアイヌ語以外にも北海道にはツ

ングース系の言語があったりします。それに、移民言語ですね、継承言語があります、朝

鮮語であるとか、ブラジルポルトガル語なんかもがそれにあたります。朝鮮語に関しては

多くがバイリンガルですけど、一時期は 50 万人ぐらいの人が話していたというふうに言わ

れます。それともちろん手話、日本手話というのも 50 万人ぐらいの人が話していると考え



られます。これらは日本語と系統関係が異なる言語として話されています。それとは別に

琉球の諸言語ですね、それと八丈語も相互理解性の観点から、日本語とは別の言語として

扱われます。これらは全て危機言語であって、これらはデータが非常に限定されていると。

一番多いのはアイヌ語なんですけど。他の言語に関しては、データそのものが実はそれほ

ど無いというふうなことです。 
 これがそのユネスコの Intangible Cultural Heritage の Endangered Languages の内容で

す。そこでは消滅危機度で言語を測るということが行われています。これは割と重要な概

念なので後で述べますけれども、これは世代間継承度指標としても使えることをあとで述

べます。 
  
消滅危機度に関しては safe は「安全」、全ての世代がその言語を話して、次世代への継承

が行われている場合ですね。日本語共通語というのは、この safe に入るので、我々は今の

ところは安心して日本語をしゃべっている。 
 
次に vulnerable は「ちょっと危ない」、子どもの大部分が話すのだけれど、使用領域が限

定されて、例えば、家庭だけになってしまっている。学校教育は例えば全部英語で行われ

るとかですね。いろんな国がありますけど、高等教育は英語で行うという国が非常に多い

です。日本は高等教育も今は、日本語で行われていますが、例えば、明治初期は高等教育

は英語で行われたりしました。そういう状態が続けば母語の維持は危なくなります。 
 
definetely endangered は「確実に危ない」、子どもが家庭でも母語としてその言語を習得

しない、限られた家庭ではしゃべっているかもしれないけど。非常に危なくとおじいさん、

おばあさんしかしゃべっていなくて、父親世代は理解はできるけれど、自分たちは話さな

い。当然子どもがしゃべらない。こうなると「確実に危なく」なります。 
 
瀕死というのは、一番若い世代が 65 歳とか 70 歳とかになっていて、しかも使用も部分的

になる場合です。 
 
extinct というのが話し手がいなくなる。こういうふうな指標です。 
 
ユネスコが 2008 年頃調査を行って 2009 年にこれが発表されています。日本で話されてい

る言語にこれを当てはめると、日本で話されている言語は 9 つある。琉球で 6 つで、八丈

で 1 つ、アイヌが 1 つで、全部で 8 つ、さらに本土の日本語入れて 9 つです。このうち日

本語と系統的に関係が無いと思われるのはアイヌ語だけで、あとは日本語の親戚です。ユ

ネスコの考えるような相互理解性でいくと、これらの言語というのは、日本語の方言では

なくて言語であるというふうな認定をされます。だから日本は単一言語国では、少なくと

も日本語以外の 8 つの言語が話されている国だというふうに認定されたわけです。 
 この発表は、これらの言語を話している人たちには非常に影響を持ちました。これまで

方言であるとして、さげすまれているというふうに考えられていたこれらの言語の話者た

ちが、自分たちの話すことばは、「方言」ではなく独立した言語であるといった誇りをも

つようになりました。我々言語学者は言語と方言という区別を実はあまりしないんですが

言語であるということで、こういうふうに誇りを持つということがあって、地域言語の維

持・再生に関して、潮目が少し変わったということがあります。自分の母語に対する意識



が変わったということで、実際、我々が調査をしている時もそのような印象を受けました。 
 アイヌ語以外は同源であることが証明されていますが、アイヌ語が日本語とどういう関

係にあるのかというのは実は学者によって違います。少なくとも近い関係では絶対ないと

いうことはほぼ確かです。あとの 7 言語は日本語の地域変種とされており、戦前はほとん

どが日本語の方言とされていました。いまでも方言とする人はいます。これらはなぜユネ

スコが取り上げたかと言うと、これらは消滅危機にある言語であり、このまま放っておく

と先ほどの指標に合わせて確実に危ないとか、非常に危ないとか、瀕死、アイヌ語はひょ

っとしたら瀕死というか死んでいると考える人もいいます。ユネスコのすすめる文化多様

性という観点から、維持・再生の道を図るような方向を見通した、現状把握の報告です。

さらにはその現状把握から、これら言語の維持再生その活動が行われることが推奨された

わけです。今のところ成功するかどうかというのは、これからの話になります。 
 母語だけで日常的に生活できる人というのは、実は非常に限られています。ユネスコの

調査で、これらの危機言語はそれなりに有名になったというか、改めて光が当てられた訳

です。実は、日本語はセーフと書いてありますけれど、自分たちの地域の言語を考えると、

セーフかどうか怪しいです。私は岡山県生まれで、岡山県の南の方言をしゃべるんですけ

れど、18 の時から関西に行って、しゃべらなくなったので、もう岡山弁はしゃべれません。

泥酔するか興奮した時にしか出てこない。だから、昔お酒たくさん飲んだので、お酒飲む

前に「岡山弁しゃべりだしたら、もう止めて家に連れて帰ってくれ」などと言っていまし

た。それぐらいもう心の奥底にいってしまってしゃべってないです。ということはを、こ

ういう人間が増えれば消滅してしまうわけです。岡山に帰れば皆さんしゃべっているよう

ですが、だんだんとしゃべれる人間が減っています。 
 関西弁は比較的セーフ（安全）であるとしましたが、実は、関西弁というのが存在する

かどうかというのは、微妙です。関西の方言はそれなりにテレビ、ラジオなんかでしゃべ

られることがあるけれど、それ以外は、実は関西弁も危ない。なぜかと言うと関西弁だけ

で会話を維持できるかというと、実はそうではないから。親子の会話というのを録音した

ものを聞いたことがあるんですが、二人とも完全にバイリンガルで、共通語と関西弁を行

き来する、話題によって全部変えてしまうということが起きています。バイリンガルで、

2 つの言語間を移行しながらしゃべっていくというのは、危なくなる寸前、すなわち、一

番の「セーフ」から二番の「危ないかも」というところに行く兆候なんです。 
 学校教育を関西弁で行うというのは、我々の時代には結構行われていて、僕の先生は京

都弁でしかしゃべれなくて、京都弁でしゃべりながら「僕は共通語うまいから」と言って

授業してたのですが、我々は「先生、それはみんな京都弁でっせ」と指摘してからかって

たりしました。そういうことは実は最近は少なくなっています。共通語プレッシャーが非

常に強くなってきだしている。だから、NHK共通語以外は危ないということが起こるかも

しれません。 
 

３．言語か方言か：相互理解性を測る 
 
 今、方言とか言語とか、ユネスコは方言でなくて言語だよと言ったんですけど、これは

用語の問題で、ユネスコは方言も言語も区別せず、みな言語として扱うと言っているので、

そんなに大きな意味はありません。言語学者も、方言は差別用語になりかけているので、

地域変異みたいな言い方に書き直すことが多いです。あえて方言という言葉を使うとする

と方言と言語とどう違うかというと、相互理解できるのが方言で、できないのが言語であ

るという定義がチャールズ・ホケットという人が書いた言語学の教科書には書いてあり、



これが引用されます。 
 ウィキペディアの昔の記事ですけれど、相互理解性（mutual intelligibility）という記事

の中に、相互理解できないけども方言とされている言語があって、それは琉球語であると

いう記述があります。今は削除されているようです。だから、方言と言語というのは、原

理的には区別はありません。ウィキペディアの昔の記述だと琉球列島の言葉全体を琉球語

とよんで、その中の地域変異を琉球方言と呼んでいました。現在、研究者のなかだと、琉

球のことば全体を琉球語と呼んでその中の地域変種を方言と呼ぶ人と、最初から琉球諸語

と呼んで琉球には 6 つあるという人がいて、最近ユネスコは研究者へのアンケートにもと

づいて、琉球諸語のなかに 12 ぐらいの言語を認定しているようです。 
 これは相互理解性という基準でいくともっと 12 では全然収まらないですね。宮古語の地

域変種でも多良間のことばと宮古島のことばはおそらく通じない。先ほど、言語と方言の

区別は政治的な定義と書きましたけれども、言語というのは、陸軍と海軍を持つ方言であ

るといった人がいます。要するに先祖が共通の言語の地域変種は全部方言であり、その方

言が陸軍と海軍を持っていると言語になる。だからスイスは全部 3 つ本当は言語があるん

ですけれど、1 つの陸軍、あそこは海軍ないですけど、軍隊があるので、言語というふう

になるかもしれない。だから、この定義でいくと琉球語は方言になっちゃう訳ですね。琉

球国が独立して軍隊、海軍と陸軍を持つと言語になるというふうな話になるんです。 
 これは Weinreich という言語学者の講演会が行われた時に聴衆の一人が立って言ったと

いうふうに言われています。Weinreich 自身が言語と方言などというのは意味がない、全

部連続しているという話として持ち出されているということです。 
 ホケットの話も言語と方言の区別はなくて、方言連続体であるとか、言語連続体である

というふうな話です。だけど、もし区別をするのであれば、相互理解度による定義が使え

るだろう。要するに通じれば方言で、通じなければ言語だというふうになります。 
 実際問題として言語と方言の区別は連続体なので、実際区別ができるかというのが問題

です。ユネスコはそれは分かっているので、最初 6 つだったやつが今 12 になったりしてい

るわけです。次の問題として相互理解度、どうやって測るんだというのがありますね。こ

れどうやって測ったかというと、言語学者にアンケートで聞くんです。実際、僕のところ

にも調査票来まして、調査票書いたんですけど、通じるかどうかというのを書くところが

あって。そうすると特に主観的評価、言語学者の主観的評価なので、それなりに信用でき

るんですけど、相互理解度を測った訳ではない。 
 本当に相互理解が可能かどうか測ってみる必要があって、実際、連続体ならどういうふ

うに連続しているかというのも測る必要があるというので、我々はそれやってみました。

相互理解度を測るというプロジェクトを計画して、それをやってみたんです。方言間の相

互理解度がどの程度あるかを測る尺度を作るものです。客観テストみたいなのものを作り

ました。これは相互理解性という尺度によって地域変種間の距離をはかるものです。距離

の概念というのは大切で、相互理解性の距離が離れていると全然通じない。距離が近いと

通じるみたいな連続体として測ることができます。 
 尺度を 1 から 0 のメモリの位置のようにすると、1 が一番離れていて、0 が同じというふ

うな違いを測るということができる。20 で測っても 100 で測ってもいいんですけど。この

場合、系統関係というのは関係ない。系統関係というのは、比較言語学という学問で元々

同じであったが違うのかというのを測る。それでいくとアイヌ語と日本語は系統関係が無

い。琉球語と本土の日本語は系統関係があるので親戚であることは確かですが、それとは

関係ないです。借用が多ければ系統が違ってても理解する部分が増えるので、全然違う言

語でも語彙が取り変わってしまえば、半分ぐらい通じたりすることがあります。 
 この指標は系統関係がある言語が方言じゃなく別言語とみなすべきかの指標として使う



ものです。もう一つはですね、これが実は大切なんですけれど、距離は縦に測るのと横に

測るのと両方あって。横に測ると地域間の相互理解性指標、縦に測ると自分の子どもや孫

に自分の母語が通じるかという、言語継承度の指標となります。まったく通じなくて、継

承されてなければ、言語が取り変わっているということです。琉球諸語ではほとんどそれ

が起こったということです。自分の親の言葉が子どもに通じない。おばあちゃんの言葉が

子どもに通じなくなるんです。 
 先行研究としてはですね、OʼGrady 先生というハワイ大の先生が韓国の済州島の変種の

相互理解テストというのをやりました。これは政治的な意味合いがあって、済州島の言葉

というのは、本土の韓国語、韓半島の言語とはかなり違うので全く通じないんですけど、

方言と考えられて馬鹿にされるということが起こっていた。それで済州島の人が本土の言

語を勉強して、言語の取り替えが起こって、済州島のことばが無くなってしまうというこ

とが起きています。これはまずいということで、OʼGrady さんは、済州島のことばは独立

した言語であり、韓国語の姉妹語であるというふうにすべきだということで、調査を行っ

た。調査のやり方は、1 分程度の簡単な話を済州語で聞いて 10 の簡単な質問に答えるとい

うものです。それでやると母語話者の継承度が分かるという話です。比較的若い世代の人

でも 90 点ぐらいとっている。10 問やって 9 問分かるという感じです。 
 全羅南道、これは光州とかがあるところです。慶尚南道は釜山とかあるところです。6.0
ということは、1 分もかからない簡単な話を聞いて 10 の質問をするんです。平均すると

10%以下しかわからない。つまり、相互理解性からいうと済州島のことばと全羅南道のこ

とばは、別の言語である。ソウルの人がなぜか 12、ということは、1 問必ず分かった。こ

れ謎なんですけど。ソウルのほうがドラマたくさん見ていて方言を知っているんですかね

え。 
 我々は同じようなことを、改良して客観性を高めたものを琉球諸語でやってみました。

いろんな人に協力してもらってやりました。いろんなところでやろうということで、こう

いう計画立てたんですけど、ある理由であまり多くの地域ではできませんでした。 
 これがそれなんですが、聞いてみますか。実際には 20 問やるんですね。 
（音声再生） 
 ちょっと 1 問聞こえなくなっていますけど、あまり関係無いですね。聞いてみると何や

っているか全然分からないでしょう。いま聞こえたのは「お母さんが食べ物をこどもにあ

げようとしたけれど、それをこどもが手で払った。」というものです。本当は、「子ども

と親がご飯を食べています」が第 1 問だったんですけれど、ちょっとうまくいかなかった

んです。どっちでも全然分からないということですね。これ 20 問やらされるんですね。面

白いんですけれど、だいたい東京の若い人でやると、0 点です。東京外大でやったんです

けど、100 人ぐらい集まってもらって、平均点が 0 点ですね、20 問やって。1 人なんとな

く自転車というのを聞いた人がいてて、自転車、その人「きー」っていうのを聞いて「木」

だと思った人がいて、それが 0.5 点ぐらいだったです。あとは全然分からなかったという

ことですね。西原地区の人、池間方言の話者ですが、にこれを聞いてもらうとと怒り出す

んですね。なんで怒り出すというと、そんな普通にご飯を食べていますというのを聞いて

ですね、親と子どもが、お父さんとお母さんと子どもが夕飯を食べていますといって、登

場人物は何をしていますかと聞くわけです。なんでこんな当たり前のことを聞くんだと怒

り出す。標準語の話者にこれを聞かせると、なんで全然分からないものを聞かせるんだと

怒り出すということで、どっちも怒りだすという非常につらい調査になるんですけど。 
 



（音声再生） 
 
今のが「お父さんとお母さんと子どもが晩ご飯を食べています」です。分からないですよ

ね。これは次に。 
 
（音声再生） 
 
これ同じこと言っているんです、実は。「お父さんとお母さんと子どもが晩ご飯を食べて

います」これは沖永良部の方言です。最初のは宮古島の西原の方言です。それを聞いてい

るわけですね。 
 
（音声再生） 
 
今みたいなのを聞いてもらってやるんですけれど、非常に簡単なストーリーです。ピング

ーという粘土のアニメで、何言っているか分からない「ワーワーワー」ということばを話

すものですね。あの可愛らしいアニメを使っています。今のはピングーの一部を池間方言

と沖永良部方言に翻訳した物です。もう一つは言語学の実験用に作られたペア・ストーリ

ーというものを使う。ペア・ストーリーというのは無声映画なんですけど、それを見なが

ら何をやっているかというのをナレートするようなやつです。これは言語学で非常によく

使われます。この話の一部を当該の方言に翻訳して録音し、聞いてもらいます。なんでこ

のような話にするかと言うと、文化的な背景が中立的なものにしないといけないからです。

要するに、昔話だと知っていたりするんですよね。「桃太郎」を使ったテストを作った人

がいるんですけど、心理学の先生がそれを聞いて「桃太郎」と分かっちゃった。「どんぶ

らこどんぶらこ」というのが、なんとなく分かってしまって、想像力豊かな先生だったの

で、これは「桃太郎」に違いないというふうに全部問題を当ててしまう。これではテスト

になりませんから、何の話か絶対分からないようにしないといけない。それで借用語が多

くないとか、内容が想像できないというやつを使う。簡単な質問をして、同じ形式の形で

やります。 
 これを 2 地域でやってみました。西原方言というのは宮古島の池間島というところで話

されている方言で、池間島から宮古島に移ってきた移住民の集落がありますので、そこの

人が話している方言です。したがって池間方言。話し手が話者が西原方言というのを聞く

と、だいたい平均年齢 71 ぐらいで 95 点ぐらい。これ 95 点のほうは母語の話を聞いたもの

です。20 問聞いて 1 問間違えるんですけど。複雑な質問すると覚えられませんから、我々

が共通語でやっても 1 問間違えるんです。 
 面白いのはもうちょっと若い世代ですね。50 代前半の人でやっても 90 点。ほとんど問

題無く分かる。ちょっと単語が分からないやつもあったぐらい。ところがその人たちが先

ほど２番目に聞いた沖縄以外の方言を聞くとこれぐらいです、20 問中の 3 問。20 問中の 2
問半ぐらい。ほとんど分からないということになります。これをですね、沖永良部のほう

でやるんですけど、上平川、これ沖永良部の方言ですが、平均年齢 73 歳で沖永良部の方言

で今の話をやってみると 90 点。ほとんどわかる。これは 57 歳から 36 歳だからもうちょっ

と下の世代ですが、やはり、ほとんどわかる。ところが池間方言を聞いてもらう。これも

同じ琉球諸語である宮古語の方言だとされているやつですけれど、南琉球の池間方言と北

琉球の沖永良部方言でやると、4点ということで、4％ですから、20問聞いて 1 つ分かるか

分からないかです。上平川の方言と池間の方言では全く通じないということになります。 



 方言学者がそれまで琉球のことばは琉球方言だと言っていた琉球語と言われているもの

の方言だとされているもの、南と北ではこれぐらい違いがあって、互いのことばが全く分

からない。やさしい話なので母語のほうで聞けば、当たり前のこと言っているのに、もう

一つのことば全然分からない、どこの外国語なんや、と言われるくらい、全然分からない

ということになります。池間と沖永良部はこれは全く通じない。なんで池間の人が沖永良

部の言葉をすこしだけ聞けるのかは不思議ですが、たぶん沖縄に住んだことがある人が何

人かいたんじゃないかと思います。沖縄の言葉と沖永良部の言葉は多少近い。ほとんど通

じないとは思いますけど。 
 従ってですね、琉球のことばっていうのは全て、本土のことばと別のことば、琉球の中

では南と北では別、全く通じない。南琉球の諸言語であるとか、北琉球の諸言語の間でも

通じないということがあるかもしれない。ユネスコが言ったとおり。これを言うんだった

ら青森の方はどうやねん、鹿児島の方はどうやねんということになりますけど、青森も東

京の人には通じない。だけど、琉球と本土のことばの相互理解度よりはましで、15 点ぐら

いの感じになります。これは東京の若い人にやったらだいたいそれくらいです。津軽弁の

テストもあるんですけど、時間の関係で省きます。 
 この結果を見ると、相互理解度で 2 つの言語の距離で測ると沖永良部とウチナーグチは

近いかなと、池間と沖永良部はというと、非常に違う、ということになります。これらは

全部連続的で相互理解度のパーセントで一列に並べられるわけです。そうすると言語と方

言を相互理解で決めるというのは、相対的なものなので、より通じないとより通じるぐら

いの話にしか、実はならない。方言と言語の区別をすることはできますが、どこかで切る

か恣意的にならざるを得ません。だいたい言語学で普通やられるのは、20％か 30％。場合

によっては 40％ぐらいで切る。だから 4 割分かるぐらいのやつだと言語で、それ以上だと

方言というふうな形ですね。だからポルトガル語とスペイン語ぐらいだと 5 割ぐらい分か

ると言われていますから、それだともうポルトガル語とスペイン語と先ほど言った別の国

だから別の語だ、要するにネイビーとアーミーがあるから別の国だというだけの話になっ

てしまいます。ドイツとオランダの間も全部連続で、だからそれほど意味が実はないんで

す。 
 これはおまけですが、相互理解性テストの改善策と問題点を述べます。問題点は、心理

言語学的な確実性を保証するために、いろいろな工夫をしたのですが、調査自体に非常に

時間がかかって、調査者、被調査者、ともに疲労こんばいすることです。1 時間かかるん

です。両方とも疲れ切ってしまう。疲れる原因は他にもあって、先ほど言いましたけど。

別の言語を聞かせると、分からなすぎて怒る。母語を聞かせると当たり前すぎて認知症の

テストみたいに思えて、怒る。どっちにしてもも怒るので、疲れ切る。それを 1 時間やら

せると怒って帰ってしまう人がでてくる。ほとんどの方は優しいので怒らずに付き合って

くださいますが、それでも調査している身としては、疲れ切ってしまうということで、こ

の 2 つだけやって、あとはやっていない。 
 OʼGrady さんたちが、なぜやれているかと言うと、調査対象が若い人たちなんです。学

生使っている。学生に単位を与えながら調査するのでできる。我々は 80 代とか 70 代とか

でやっているのでちょっとつらいわけです。OʼGrady さんたちはより改良したテストも作

っています。これは穴埋めテスト使うやつですが、これは省略します。 
 だからうまくやれば、簡単なのができるかもしれないですけど、今のところはできない。

やれば面白いと思うんです。例えばチェコ語とポーランド語は通じるか、ちゃんと調査し

た人があまりいない。それと大阪弁と東京弁はちょっと聞きすぎているからダメだけど、

鹿児島弁と東京弁だとどれぐらい通じるのかというのをテストしようと思えばできるんで



すけど。ちょっと 10 人ぐらい疲労困憊してもらえればできるかもしれない。だから面白い

ですけど、その調査をできるといいかもしれないですけど、実際にやろうとするとつらい

です。 
 それともう一つ、実はこの相互理解性テストというのは、先ほど言いましたけど、言語

継承度に使えるということを述べました。言語継承度というのは、おじいちゃんの言葉が

孫に通じるか。継承が無くなるということは、切れるということはですね、おじいちゃん

とか、おばあちゃんの言葉が、そのまま子どもに通じないということです。だからおじい

ちゃん、おばあちゃんは、下手くそな共通語でしゃべって、孫たちと遊ぶということにな

ります。しゃべれない場合は、もう遊べないことになるわけです、切れてしまう。そうい

うことが日本中に実は起こっていたり。特に琉球では起こっています。 
 それで我々がやろうとしているのは、消滅危機言語の危機度を世代間継承度として使う

ことです。言語の方言の区別とかというのは連続体なんだから、そんなものやっても仕方

ないことはないし、面白いかもしれないけれど、手間に対してそれほどメリットが少ない

かもしれないということです。 
 それで、相互理解性テストを世代間継承度を測るように使うということをしました。継

承度がそれほど低くなければ、実は上げることが可能だということが分かっています。そ

れは、例えばこんな感じで測ることができます。世代別に並べると全ての上の世代の話者

は全員 80 点以上取れる。下のほうの世代だと 65 点とかで、分からない部分がだいぶ増え

ている。何してるのというふうな簡単なお話を聞いてもらって内容を質問するだけのテス

トですから、話せなくてもある程度理解できればだいたい取れる訳です。これが、全然点

数がとれない場合は、祖父母の世代と孫の世代とが別言語を話しているというような形に

なってしまう。そういうふうな形で世代間継承がうまく言っているかどうかの指標として

みることができます。 
 我々が使いたいのは 65 点、50 点より上ぐらいの場合です。英語でも、日本語でもリス

ニングコンプレヘンションで合格点を取れるぐらいの点数です。だいたいやさしい話だっ

たら筋が分かるぐらいのなので、大量に聞けば使えるようになるかもしれない。だから消

滅危機が迫っている言語を再活性化できる可能性があるということです。理解度テストを

やってもらって、ある程度高得点を取れたら、どの部分をもっと聞いてもらえば分かるよ

うになるかを考慮して、その部分に対するテストみたいなの作れる。何が苦手なのかとい

うのが分かるかもしれない。そんな形で利用すればいいんじゃないか。 
 つまり危機言語再活性化への道が拓けるということです。我々がテストを行ってびっく

りしたのは、言語学の教科書には琉球の言語というのは消滅危機言語で、流ちょうな話し

手は 65 歳以上であると書いてある。若い人はいないとされているんですが、先ほどのテス

トでやると 35 歳ぐらいまでだいたい分かる人いるんです。これ以上下になるとむずかしい

ですが。このテストをやったのは 5 年ぐらい前だから、年齢は上がっているんですけど、

比較的下の年齢でもかなり分かるわけです。点数にすると 85 点ぐらい。ほとんど分かって

いていくつかの単語が聞き取れないぐらいです。そうするともっと聞けば分かるようにな

る。35歳、40歳なら小さい子の親の世代です。ただ、分かるんだけど、しゃべろうとする

としゃべれないというか、しゃべらない。なんでしゃべらないかと言うとしゃべろうとす

ると上の世代の人が注意するんですね、間違っているところを。一番語学教育で良くない

ことです。間違いをすぐ注意してしまう。もっとしゃべってもらうと、実はこの 35 歳の

85 点ぐらいの人は、あっという間にしゃべれるようになる可能性があるわけです。特に敬

語がもんだいで、一番大切なのは。敬語を間違えると強く非難されて萎縮してしゃべる気

がなくなります。 
 敬語というのはそんなに難しくないですけど、なかなか聞いただけでマスターできませ



ん。だから、敬語の使い方をちょっと練習するだけで、しゃべれるようになる。同時に敬

語を間違えてもまわりの人がすぐに注意しないというのをやればいいかもしれない。理解

度テストで、100 点満点の 65 点から 95 点とれる人なら、実はそんなに難しくなく話せる

ようになります。若い人はネットにアクセスできますから、たくさんコンテンツを作って

聞いてもらえば、言語知識の再活性化の余地があるということです。パッシヴな知識があ

る人をアクティブな人にするためには、たくさん聞けばいい。それこそクラッシェン

（Stephen D. Krashen）のインプット仮説（input hypothesis）みたいなものです。 
 

４．消滅危機言語の記録・保存・再生の試み：デジ

タル博物館構想 
 
 それで我々はですね、それに初めて気がついていた訳じゃないんですけど、最初の頃か

らデジタルな博物館みたいなの作って、そこでオンラインで音声とか動画とかをたくさん

見てもらうことを考えてきました。隣のおじいちゃんとおばあちゃんが面白い話している

のを聞いてもらいうというものでして、そのプロトタイプみたいなものを作りました。 
 これがちょっと聞いてもらうといいんですけれど、最後まで行って、時間が余れば聞い

てもらうということにします。こんな感じで計画を作って文科省のほうに出したんですけ

ど、認められませんで、残念ながら頓挫しているんですけれど、世界中の消滅危機言語を

こういうふうな形で再活性化するようなプログラムを作ろうと思いまして。プロトタイプ

としては、たくさんアーカイブ、音声とか動画データというのをアーカイブして、それに

字幕とか付けたり説明をしたり、いろんなモノ作りの解説とかしたりしている。あとは、

お祭りとかたくさんありますんで、お祭りの解説をしたりするような解説部分をこれまで

作って、プライバシーを保障しないといけないので、全部は公開できないんですけど、一

部でも公開すればいい。外国にはそういうふうなアーカイブが一部ありますから、そこら

と協力して、こういうふうな一大プロジェクトを起こそうというので、10 億円くださいと

言ったんですけど、くれませんでした。10 億円ダメなら、じゃあ 500 万円って言ったらく

れたので、それで細々とやっているような感じです。 
 
 



 
 
 どういうふうにやるかというんですけれど、モノとか技術というのは、割と博物館で展

示されています。民博とか歴博とかの博物館に行くとたくさん展示されているんです。昔

のやつも今のやつも。あまり言語がついていないんで、言語もつけて全体として見られる

ような形にしよう。モノと技術と言語をセットで保存するようなことをやればいい。だか

らモノ作りとか踊りとか歌とかをそれを説明している人たちのことばと一緒に見てもらう。

ものや技術だけでなくことばも、全部解説みたいなやつをつけないといけないです。なん

でかと言うとですね、細かい技術なんかも説明書があれば、場合によっては再生できる。

モノ自体は実物があればリバースエンジニアリングで再生することができるかもしれない。

実際そういうことなされています。しかし言語は消えてしまうと再生できない。言語はそ

れを話す人がいなくなると消えて無くなるから。今どんどん言語が消えて無くなっている

のがまずい。皆さん安心してますけれど、岡山弁は、例えば消えて無くなるかもしれない。

みんな標準語しゃべるようになって。大阪弁だって危ないです。だからそれともっと地方

の言語だと危ないですから、そういうの残しておかないと、消えて無くなります。 
 言語だけだと宙に浮いてしまうので、モノと技術と合わせて全部保存しましょう、記録

しましょう。そいつを見せるというか、一部展示することによって、面白いコンテンツが

できますから。たくさん作りましたけど、我ながら毎日何時間見ても飽きないようなコン

テンツができています。それを聞いてもらうとさっき言ったようにもちろん素地があって

ある程度理解でき状態の人なら再活性化できるわけです。私は、ここに 17 年通ってますけ

ど、だいたい聞いて全部分かります。しゃべるのはそんなに上手じゃないですけど。朝か

ら晩まで聞いてるんで。土地の人は毎日聞こうと思ったら聞ける訳ですから、それででき

るようになる。アメリカの人類学者ボアズ（Franz Boas）の 3点セットというのがありま

す。この人がフィールドに行ってやるのは、文法と辞書とテキストを作ります。これが 3
点セットと言われるもので。我々は言語学科を出ると、フィールドに出る時はこの 3 点セ

ット作りましょうねと言われます。今は動画とか音声ができるので、こいつを加えるとい

うことができます。これをやればいい。 
 



５. 記録保存と言語再活性化の諸問題 
 
 実は、先ほどの言語再生とか、言語再活性化という観点からは、この 3 点セットでは足

りなくて、教科書とか電子辞書とか動画コンテンツも作らなきゃいけない。これらが今足

らないところです。だから語学教育としてやらないといけないわけです。語学教育として

地域言語を再活性化みたいなのをしないといけない。そのためにはこれまでの方言調査の

方法ではダメで、これまでの方言調査は行って調査して自分で抱えているだけなので、再

活性化の資料には使えない。論文書くためだけに使っている。再活性化のためのドキュメ

ンテーションの仕方というのは、ちょっと違うことが必要になります。 
 もっと問題はですね、我々はだいたい 1,000 時間ちょっとぐらいの動画音声データを集

めました。これ全部開示しないといけなくて、その中の一部だけを公開をしているんです

けど、プライバシーをコントロールしないといけないので、あまりプライバシーに触れな

いような公開してもいいという承諾書を書面で取らないといけません。だから、先ほどの

編集無しの原データと記録保管のためだけに最小限加工したデータとコンテンツのための

編集加工データみたいなの全部です。動画なんかは、フォーマットが変わってモノによっ

てはすぐ再生できなくなりますがら、変換しないと見られない。結構技術がいることにな

ります。 
 再活性化ということになると、公開しないといけないんですけど、公開するのが実はそ

んなに簡単ではなくて、先ほど言ったように西原地区の動画というのは、私の YouTube に
だいたい 20 時間ぐらい公開されています。全部字幕、日本語の字幕と書き起こし字幕、場

合によっては英語の字幕もついています。だけど他の地区はほとんど無いんですね。それ

はなぜかと言うと、動画に映っている人が許可をくれないというのと、研究者が死蔵して

しまって、公開しないということがあります。どちらも相まって、結構データあるはずな

んですけど、公開されてないということです。 
 プライバシー保護するのに技術的なことがたくさんありますから、この間、録りに行っ

たやつ、一緒に行ったここの研究科長が映り込んでしまって、「これどうする？」って言

ったらやっぱりまずいでしょうというので、消そうとしたんですけど、YouTube 上ではな

かなか消えなくて、まだ彼女が映っている。彼女が映り込むぐらいだったらいいんですけ

れど、映り込むべき人でない人が映り込んだら消さないといけないです。それと面白い話

すると、だいたいプライバシーに突っ込んでしまって悪口になったりしますから、それも

消さないといけないので結構時間がかかる。面白ければ面白いほど、大変なんです。なか

なかできない。私の場合地域と親戚がいるわけでもなく、もう本当に偶然に入って 17 年間

やっている訳ですけれど、それだとやはり限界があります。おじいちゃん、おばあちゃん

たちは普通、機器の操作とかできないですから、地元の若い人たちがやってくれないとい

けないです。本当にその言語を習得したいとか、残したいとか思っている地域の人がやら

ないといけない。そのためには我々の技術をそこに移さないといけないというふうなこと

があります。技術的なこともそうですし、書き起こすためには言語学の知識が要りますか

ら言語学者にもなってもらわないといけない。 
 



６. 市民科学者の育成と AI による危機言語再活性

化 
 
 そういう活動を実際にしてくれている人たちがいます。国語研の「ことばのミュージア

ム」ですけど、これですね、市民科学者の育成というのがあるんですけど、これは国語研

の山田准教授が仲間と立ち上げているようなサロンです。これは地域の人が勉強会をして、

自分たちで記録できるような形でやっている訳ですよね。そういうふうなことをやってい

る。集落ごとに違うので、集落の人が集まってやらない限りはできないわけですね。そう

いうふうな市民科学者の育成をやっています。 
 先ほどのやつは国語研のページなのでそこから行けます。これは、しまむにサロンとい

う今のやつを説明したものですけれど、横山晶子さんという、国語研も属している人間文

化研究機構の助教をしている人ですけど、沖永良部にずっと入って地域の人と一緒に、地

域の人たちに言語学を教えて、地域の人が自分で書き起こしとかができるような実践をし

ている人です。 
  
 



 
 
そういうふうな地域の人が役に立つようなやつを、この大規模言語モデルみたいなのとか、

AI を使って再活性化を応援するような工夫を皆さんも考えられるといいかもしれません。

だから地域ごとに何十ってありますから、先ほど、ユネスコが最初 6 つって言ったんです

けど、今は 12 ぐらい言語があることになっています。実際に本土の言語とか入れだすと

20 とか 30 ぐらい、場合によっては 50 ぐらい地域言語があって、それらは全部互いに通じ

ない。それを記録するとなると、言語学者は行ってられませんから。地域の人がもしやり

たいものであれば、そのための道具や装置を我々が作ることが考えられます。最初考えた

のは、『あつまれどうぶつの森』ってはやりましたよね。あれ使って登場する動物に方言

しゃべらそうというふうな計画があったんですけど、ちょっと難しいと今のところ頓挫し

ています。メタバースというのも、ちょっと昔はやったんですけど、これも語学練習に使

えそうなやつを作ってもらって、そいつを利用してやるということはやってもいいかもし

れない。今だと生成 AI で画像作成とかできますから、YouTube 見ると生成 AI で画像作成

して、アニメみたいなの作った語学のプログラムがたくさんできています。あるいはその



まま場合によっては今の言語再生とかに使おうと思えば使える。そういう計画もあります。 
 あと、ChatGPT であるとか、書き起こしソフトの Vrew です。Whisper というのは音声

認識のソフトなんですけど、そういうやつも使おうと思えば使えます。地域の若い人が市

民科学としてやってくれればいいんですけど、かならずしも若い人は自分の方言なんか残

したいと思っていないので。お年を召した方がやることになります。さっきお示しした活

動を見るとみんな 60 代、70 代です。それでもちゃんと言語学の入門講座を受けてできる

ようになってたりするので、それはそれで素晴らしいですけど。いろんなところの敷居が

高すぎますよね。動画作成するにしても。年をとると AI 関係の技術に追いつけない。使い

やすいテンプレートとかマニュアルとかを作るのがいいんじゃないかというのでそれもや

っています。辞書編集は語彙と定義、用例などを集めたやつを Excel で作って、それをテ

フ(TeX)で組版して辞書を作っているんです。だからそういうふうな技術は使えるんです

けど、AI 使えばもっと簡単に実はできるはずなんで、ちゃんとやれば。そういうふうな形

でやろうとしています。 
 しかし、最初にお話ししたように大規模言語モデルを危機言語に応用するのにはいろい

ろハードルがあります。これは現在の音声認識の実力というのを示すために、ファイルを

出そうとしたものです。方言をそのまま日本語の書き起こしソフトにかけたやつなんです

けど、先ほど見れば分かるように、日本語共通語用に微調整されていますから、池間方言

でやると、５％ぐらいしか当たらないんですね。それを調整するのは、非常に技術が要り

ますんで、恐らくは簡単にはできないということになります。 
 それともう 1 つおまけですけど、ChatGPT4 にですね、危機言語再生がどうやったら年

寄りでもできるかと相談してみた。これはグローサリーの付け方ですけど、見えますかね。

The Leipzig Glossing Rules というのは言語学者が対象の言語に対してグロス、要するに簡

単な説明ですね、を付けるようなシステムなんですけど。ChatGPT は賢くて The 
Leipzig Glossing Rules 自体は知っていました。それを使ってやってやると、当然、ちゃん

とはできない訳ですけど、なんとかやってくれるんですね。ChatGPTはときどき嘘をつき

ますから、嘘つきながらやるわけです。これは「ばが なゆーぎゃー たくぼ ゆきのり

てぃどぅあい」で、「私の名前は田窪行則と言います。」にあたる池間方言です。自己紹

介の時に使うやつなんですが。「私はチョコレートをたくさん食べています。」というふ

うに解釈したようです。それはまずいだろうということで、でてくる単語を教えたんです

ね。「「ば＝が」は「私＝の」という意味で、「なー＝ゆ＝ぎゃー」は「名前＝対格＝主

題」です。訂正できますか、」と言うと、「私の回答に誤りがありました。」といって訂

正してくれるんですけど、なぜか「チョコレート」が直らない、当然教えてないから。

「僕の名前はチョコレート」になっちゃって。「チョコレート」を直してもらう。「「た

くぼてぃどぅ」は「田窪＝引用＝焦点助詞」、「あい」は「言う」です。訂正できます

か。」というと「おっしゃるとおりです。間違ってました。」と直してくれるんですけど。

こんな感じで直します。結局どうしても私の名前を「チョコレート」にしたい。いくら教

えても「チョコレート」なんです。これが ChatGPT3.5。さすがに、4 はまだましなんで

すね。同じことを聞きました。「知識データベースに入ってないから、正確な分析ができ

ない。」という答えです。3.5はファンタジーでやってましたけど、今度は知らないから教

えてもらわないとできませんよと、ちゃんと言ってくれます。 
 でもまあ、結果はですね、教えても似たようなもんです。「チョコレート」は直るのか

な。最終的に教えるとそれなりにちゃんと出てきます。これもっとちゃんと教えると実は

使えたりします。セッションをちゃんとして、ちゃんと指示を与えて、場合によっては辞

書も与えるとできてきたりする。こういうふうな調整をすれば。だから 3.5 はアホたれで



したけど、ChatGPT4はこれは最初から 65点ぐらいいける。直らないところはあるんです

けれど。 
 それでですね、「この文は宮古語池間方言です。辞書があればこの言語の分析ができま

すか。」っていうと、突然英語に変わるんですけど、「やろうと思えばできます。」と返

ってきます。どういうふうにやればできるのかと聞くと、アドバイスをくれます。 
 池間方言には辞書があります。私と UCLA の岩崎教授が元宮古高校の仲間博之先生とた

6,000 語ぐらいの言語学的に作った辞書です。そいつを使えば今の文の解析ができるかっ

て ChatGPT4 に聞くと、こういうふうにやればできますというのを教えてくれる。だから、

Excel形式の辞書を整理して検索しやすい形にして別々の行・列に分ける。このとおりなっ

てるんですけど、データベースに変換する。これは SQL という Query 言語、要するにデ

ータベースを扱うための言語を使って辞書を引くシステムを作り、それで単語に分析して

データベースで検索して、それで構造を理解するというふうにやれば出てきますというふ

うに、ちゃんと教えてくれます。 
 これはこのプロセスは特定のプログラミングスキルや、データベース管理の知識を必要

とします。また、宮古池間方言に関する専門的な知識も必要となるでしょう。これは難し

いけれど、今は ChatGPT4 自体にはできないのですが、こうすればできるといういうふう

なことを教えてくれる。実際どうやればできるのかというのを聞いていると、こういうこ

とに関しては、一応信用できるんですね。ほとんど信頼に足ることを言ってくれました。 
 最後ですけれど、もっと一般的なことを聞きました。「大規模言語モデルと言語の多様

性についてどう考えますか。」と言うと、要するに微調整みたいなのすればできますとい

うふうなことを書いてあります。 
 ChatGPT は 95％ぐらいが英語のデータに基づいているので、日本語自体が危なくなる

とか、小規模のデータしか持たないような言語は危ないんじゃないかと言いました。

ChatGPTにには、モラルの問題や言語処理に関する倫理の問題がちゃんとデータ自体に組

み込まれているので、ChatGPT3.5 にこの問題を聞くと「多様性を保証しなければならな

い」、「低リソース言語へのアクセスというのを保証しないといけない」、「言語多様性

と文化理解みたいなのが非常に大切なので、今この ChatGPT みたいなものは、それに使

えますよ。」というようなことを書いてきます。非常にまともです。 
 ただ、ここからどうやったいいでしょうという質問をしたら、3．5 ではすみません、分

かりませんというのが返ってきます。4 に聞くと「文化多様性みたいなことやらないとい

けないし、バイアス公平性、みたいなのもやらないといけないし、accessibility も大切だし、

継続的な学習と進化みたいなのもいるし、多言語化の翻訳と理解が必要である。」という

ような非常に一般的な答えが返ってきます。 
 ここで、質問者のアノニマスというのは、僕のことですが、「マイナーな言語使用は限

定されていますが、どうやって大規模言語モデルを構築するのでしょう。」と聞いてみま

した。先ほど言ったような一般的な形でトランスファー学習というのがあるんですけれど。

今の英語のデータを日本語や韓国語に直すというトランスファー学習です。 
 言語間転移技術の利用で、微調整みたいなのを言語間転移の際にやるというふうなことも

できます。だから類似の言語、日本語から非常に近い言語へのトランスファー学習ならと

それは類似度を最大限に使うこともできる、という答えでした。 
 具体的にどうやるんですかと言うと、事前学習とか微調整であるとかと技術的な答えが

帰ってきます。実際に危機言語に適用した例がありますかというと、例として次の３つを

あげてきました。 



  
Facebook AI の Wav2Vec 2.0: Facebook AI は、Wav2Vec 2.0 という自動音声認識シ

ステムを開発し、トランスファー学習を使って多様な言語、特にリソースが限られ

ている言語に対応させました。このシステムは、大規模な多言語データセットで事

前学習され、その後、特定の少数話者言語のデータで微調整されています。 
 

Google の Project Euphonia: Google は、Project Euphonia を通じて、話し言葉の障

害を持つ人々のための音声認識技術を改善しようとしています。これは直接的に危

機言語と関連しているわけではありませんが、少ないデータで効果的なモデルを作

るという点で、似たようなアプローチが取られています。トランスファー学習は、

一般的な音声認識モデルを特定の発話スタイルに適応させるのに用いられました。 
 

Endangered Languages Project: このプロジェクトは、世界中の危機に瀕している言

語を記録し、保存することを目的としています。AI とトランスファー学習の技術

は、これらの言語の記録と解析に利用される可能性があります。例えば、既存の言

語モデルを事前学習してから、特定の危機言語のデータで微調整することで、その

言語の音声認識やテキスト解析が可能になります。 
 
もっと具体的に聞くと「分かりません。」と言います。非常に一般的な話で聞くとむちゃ

くちゃ賢いんですけど、具体的にそんなペーパーありますかと言うと、すいませんわかり

ませんと言ってくる。要するに、一般的に書かれたことをデータから引っ張ってきて生成

していく。こういうこと言いそうだということで先読み予想するので、ほんとに具体的な

ことに答えるんはなかなか難しいということがわかりました。 
 それにしても、これはほとんど学部のレポートぐらいだったら、そのまま使えそうな答

えです。一般的ではありますが、ほとんど間違ってないです。それに実際に何がしたいか

を具体的にちゃんと聞けばPythonとかのプログラムを組んでくれます。実際ちょっとやっ

てみたんですけど。そうするとかなりプログラミング言語のこと知ってて実装できる人が

使えば、先ほどの大規模データも小規模のほうに直すことができます。それを工学部の人

がやってくれるかというとやってくれません。なぜかと言うと、これはやればできるとい

うことがほぼ分かっているから論文にならない。やればできると分かっていることは、工

学部の人は、やってくれません。それでは誰がやるかというと、自分でやるしかない。

我々はもう歳取ってPythonのコード書くの辛いですから、若い人がやらないといけない。

国語研の人たちに聞くとですね、対象に対する愛がなければ何事もできませんというふう

に言われます。だから対象に対する愛がある人がこういうことをやれば、技術的には可能

であるということです。 
 
以上。 

 
 
 
 
 


